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「高尾山」の利用状況と施設の整備についての一考察

No.4 川口 理

No.8 林 憲幸

はじめに

私たちは以前、現場の森林官として国有林の管理を行っていたが、近年自然を楽しみたい

人たちが国定公園や、国立公園などの自然公園等を利用することが増えてきていた。

こうした状況のなか、他の地域の自然公園はどのような状況になっているのか、について

興味をもち、調べてみたいと考えた。

また、森林環境教育や森林セラピーの場として国民の森林への関心が高まってきており、

自然公園はそのような場としても多くの人々に利用されている。

「高尾山」は、大都市住民に対する野外レクリエーションの場の提供を目的に設定されて

おり、高尾山を中心とする「明治の森」の利用者数は昭和４６年には１３３万人だったもの

が、平成１９年には約２倍に当たる２６０万人へと大きく増加してきている。さらに、ミシ

ュランガイド（ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン）に掲載されたことにより、今後ま

すます利用者は増えるものと予想される。（写真－１・２）

また、関係者から現在の利用者について聞き取りを行ったところ、高齢者の割合も増えて

きているとの話が聞かれる等、利用者数の変化のみではなく利用者層も変化してきているこ

とがわかった。

高尾山には、利用者が快適に楽しめるよう、案内板や散策のための歩道、また、休憩所等

の施設が設置されている。しかし、このような施設に対する考え方が、利用者の増加や利用

者層の変化により、変わってきているのではないかと考えた。

このため、高尾山の利用状況について実態を把握するとともに、施設への意見や要望を調

査・分析することにより、利用しやすく、また、機能的な施設とはどのようなものかを考察

することとした。

写真－１ 高尾山入口 写真－２ 高尾山山頂
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第１ 研究方法

１ 高尾山の整備状況や利用者数の推移についての調査

関係機関等に過去からの高尾山の利用者数の推移や利用者状況について、聞き取り調

査、資料及び文献の収集を行い分析する。

２ アンケート調査表の作成

アンケートを作成するにあたっては、質問と回答項目は出来るだけ多くの回答をいた

だく事を念頭に置き、「答えやすい」、「短時間で終わる」、「集計しやすい」を基本とし、

有効な分析結果が得られるよう検討を行う。（図ー１）

（１）アンケート項目

出来るだけ多くの人

から回答をいただける

ように質問内容は簡素

化すること、また集計

・分析を意識し、項目

は、性別・年齢・出発

地・グループ構成・利

用回数・施設に対する

要望など必要最小限の

項目とする。

（２）記入方法

回答者に負担がかか

らないよう、回答に要

する時間を極力短くす

る必要があること、ま

た質問に対する疑問や

誤解を生じさせないこ

と、さらには、記入が

容易に出来るように回

答項目は選択式とする。

不足部分はコメントと

して別に記入する欄を

作成する。

図－１ アンケート調査票

（３）集計・分析

各項目の回答を組み合わせることにより、年齢毎の利用回数や、施設への意見、年

齢層による考え方の違いを集計できるフォーマットを作成する。
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３ アンケートの実施方法について

（１）調査時期

調査については、平均的な結果が得られるよう、平日・休日に分けること、また、

秋の紅葉シーズンで来場者のピークを迎える時期と、通常の時期に分けて調査を行う

こととして設計した。しかし、今回は調査の開始が秋以降になったので季節による来

訪者変化を調査することが出来なかった。

調査については、実際に現地で質問項目に沿って、直接利用者に聞き取りを行う方

法と、山頂にある「東京都高尾ビジターセンター」にアンケート用紙と回収箱を設置

し、利用者の意志により回答をいただく方法で行う。

第２ 調査結果

１ 調査の実施

八王子観光協会、高尾登山鉄道株式会社等の関係機関から現在までの利用者の推移と

利用状況の変化について、聞き取りや文献などの収集を行ったが、詳細なデータを得る

ことができなかった。

アンケート調査では、現在の利用状況について把握するとともに、利用者の施設に対

する要望を調査し、これにより得られた情報を分析し考察することとした。

２ アンケート集計結果

高尾山の山頂を中心にアンケート調査を行い、直接利用者から聞き取りを行うことで

選択式による回答以外にコメントも数多くいただくことができた。（写真－３）

また、「東京都高尾ビジターセンター」にも、協力をいただきアンケート用紙と回収

箱の設置を行った。（写真－４）

この結果、回収箱によって得られた約８０件の回答と合わせ、最終的には６３２件の

回答を得ることができた。

写真－３ 現地での聞き取り調査 写真－４ 東京都高尾ビジターセンター



- 36 -

３ 集計表の作成

分析を容易にするため、エクセルによるクロス集計のフォーマットを作成し、アンケ

ート情報の入力と集計を行った。（図－２）

図－２ アンケートクロス集計表

４ アンケートの分析

（１）利用者の情況

集計結果から分析を行ったところ、図－３のグラフのとおり、主な利用者は、首都

圏からの割合が多く占めており、都内２３区や埼玉県・神奈川県等からの利用者が多

く「都市近郊林」として機能していることが分かる結果となった。また、少数ではあ

ったが九州や北海道などから来た利用者については、ミシュランガイドに掲載されて

いたので一度訪れてみたかった等、聞き取り調査で分かった。

男女比については、ほぼ同数となり年代別では１０代・７０代以上については、件

数が少なかったものの、他の年代は同じような割合であった。

図－３ 利用者構成グラフ
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（２）利用者のグループ構成

グループ構成は、年代

によって大きな違いが見

られ、図－４のように２

０代では友人と来ている

と答えた者が多く、３０

代以降では家族と来てい

る利用者が多かった。

また、年齢が上がるに

つれ一人で来る割合が増

えている。この様なこと

から年代により高尾山の

楽しみ方や利用形態に違

いがみられた。

図－４ 利用者のグループ構成

（３）年齢別の利用回数

再来率は、約７割であ

り、高尾山には再来者が

多いことが分かった。

年齢毎の利用回数では、

年齢が高くなるに従って

利用回数が多くなる傾向

にあり、６０代以降では

年に何回も訪れる利用者

が多く見られる。

（図－５）

図－５ 利用回数別グラフ

（４）施設の種類別の要望

施設への要望と利用回数の関係について集計・分析を行ったところ、訪れた回数が

少ない利用者は全ての施設について要望が非常に多いのに対し、訪れた回数が６回以

上の利用者は施設に対する要望が少ないなど利用回数の違いにより大きな差があるこ

とが分かった。（図－６）

これは、利用回数が増えるほど施設に対する情報が十分あり、ルートの選択や混雑

時の対応がスムーズに行われることにより、要望が少ないと推測される。
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図－６ 利用回数毎の施設に対する要望

第３ 考察

１ 施設に対する要望が多い原因

施設情報の発信となる案内板について年代ごとに集計・分析したところ、全ての年代で

「ルートがわかりづらい」、「案内板を増やして欲しい」、という結果が出ている。（図－７）

その原因の１つとして高尾山の事前の情報や現地での情報が不足することによるもの

であると考えた。

このことから、施設に対する要望に応えるためには、初めて登山をする利用者でも快

適に高尾山を利用することができるよう、現地の情報を正しく、わかりやすく提供する

ことが重要であり、情報の発信の手段として案内板の充実が最も有効であると考えた。

図－７ 年齢別案内板に対する要望数
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（１）看板施設の調査

現在は東京都・林野庁・環境省・薬王院・京王電鉄等各機関が看板を設置している

が写真－５のとおりそれぞれルートや情報の表示が異なっている。そのため、そのつ

ど案内板にある説明を読み、確認し直さなければならないと考えられる。

写真－５ 高尾山に設置されている看板

（２）パンフレット・ホームページ

案内板だけではなくパンフレットやホームページについても図－８のように作り方

に統一性がないため、ルートや施設の状況について解りづらいとされる原因と考えら

れる。

また、ミシュランガイドの掲載により、初めて訪れる利用者が今後ますます増えて

いくことも予想されることから、案内板やパンフレット、ホームページの情報を充実

する必要があると考えられる。

図－８ パンフレット・インターネット掲載図面
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第４ 結論

１ 案内板の内容について

（１）各機関が連携し、統一性のある看板作り

案内板を統一させることによって、そのつど説明を読み、確認し直す必要が無くな

るとともに、利用者同士の情報が共有しやすくなる。

（２）距離や時間の表示

主要地点やトイレ等施設までの距離や時間を表示することによって無理のない登山

を行える。

（３）パンフレットやホームページ

パンフレットやホームページで掲載されている地図の表示を現地の案内板とリンク

させることにより、事前に入手した情報をそのまま使用できる。

これらのことを行うことにより、混雑時の休憩施設、トイレの不足やルートに対す

る不満の軽減につながり、また初めて訪れた方でも安心して登山が行えるようになる

と考える。

２ 案内板の作成の方法

作成方法の一例として図－９のようにパンフレットに合わせたカラーリングを案内板

に表示させることにより、現在利用しているルートがどれにあたるかわかりやすくなる。

また、主要地点に頂上や登り口までの距離や時間の表示を行うことも必要である。

その他の表示として、「混雑時、頂上へ行く前に事前にトイレを済ませておきましょう」

などの詳細な説明を入れることも重要なことだと考える。

これらの表示を行うことにより、混雑時の施設利用が円滑になり施設を増やしてほし

い等の要望に応えるものと考えられる。

図－９ 案内板の作成例
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第５ まとめ

明治の森「高尾山」についてその利用者と施設に関しての調査・分析を行った結果、

利用者の立場に立った情報発信が重要と考え、そのための手段として案内板等を整備す

る必要性に着目し考察を行った。

今回は、調査の開始が遅れたことから季節による変化について分析を行うことができ

なかったが、季節により利用の情況が変化すると思われることから、1 年を通してアン

ケート調査等を行うことが必要と考える。

本調査結果は、地元の自治体や観光協会、または高尾地域連絡会へ提供するとともに、

他の国定公園や登山の出来る山で整備を行うための参考例ともなることから、広く関係

機関へ調査の情報を提供することとする。
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